
「翔く　東濃実業生」
はばた

校長　宮田　慶美

　保護者の皆様には、日ごろか
ら本校の教育活動に格別のご理
解とご協力を賜り、また、PTA
活動において多大なるご支援を
いただき、厚くお礼申し上げます。
３年生の保護者の皆様におかれ

ましては、お子様のご卒業おめでとうございます。心か
らお祝い申し上げます。
　コロナ禍で入学し、不安な日々を余儀なくされた高
校生活では、どうして自分たちだけ、こんなはずじゃ
なかった、そんな考えが脳裏を行き来することもあっ
たかと思います。そのような中でも常に前向きに考え
取り組む姿勢があり、一人ひとりが努力を積み重ね、
専門的な知識と技術を身に付け大きく成長することが

出来ました。その集大成として１月、４年振りに対面
式で学習成果発表会を実施しました。ステージ発表で
は、専門学科の学習を通して課題を見つけ、試行錯誤
しながら解決に向けて取り組んだ内容を力一杯発表し、
充実感と満足感をもって終えることが出来ました。また、
１，２年生は今後の学習意欲に繋がる良い刺激を受け、
先輩たちの取り組む姿は励みや目標となりました。
学ぶ専門科目はそれぞれ違いますが自ら学び、考え、
行動できる力をもって社会に巣立ってくれることを
願っています。
　今後とも東濃実業高生が自己を磨き、常に一つ上の
自分を目指して成長できるよう職員一丸となって支援
し取り組んでいきます。保護者の皆様には引き続きご
理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

学習成果発表会（１月25日）
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　本年度卒業される生徒の皆さ
ん、ご卒業おめでとうござい
ます。また保護者の皆様におか
れましても、お子様のご卒業、
誠におめでとうございます。

　子供の入学とともに始まったPTA活動も、本年は
コロナ第五類への移行とともに始まりました。どの行
事がどういった形で行われるのか手探りの状態でした
が、昨年までは行っていなかったバザーを何とかでき
ないかと考えていました。そのような中、すべては前
会長が企画してくださった慰労会から始まりました。
参加した役員一致でバザーをやろうと決まり、そこか
らは、何度か協議を重ねた結果、ミスタードーナツ・
葛バー・ジュースの販売を行うことが決まりました。

　本年度から学級委員制度を廃止していたため、当
日はボランティアを募集しました。初めての試みで
不安もありましたが、十数名の保護者の協力を得る
ことができ、無事にバザーを終えることができ良かっ
たです。
　不慣れな点も多く、ご迷惑をおかけしたことと思い
ますが、３年間全うできたのもサポートしてくださっ
た先生方、PTA役員の方々、保護者の皆様のお力添
えがあったからだと感謝しております。本当にありが
とうございました。
　今後ともPTA活動にご理解、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　PTA会長　若尾　英則

「感謝」

　今年度の３年生も、自分の目標に向かって力を尽くし、
進路実現を達成しました。
　今年度の求人件数は約1,200件で、昨年度の1.3倍で
した。しかし本校生徒の希望の多い事務職の求人は増えて
おらず、製造業や建設業の現場職の求人が多い状況は変わ
りません。その内通勤可能な企業からの求人件数は約460
件でした。９月の就職試験では、１次内定率は97.8％と、
生徒は準備をしっかりと行い、就職試験に臨んでくれま
した。１次不採用の理由は、家庭の都合による急な就職へ
の変更であり、やむを得ないものであったと考えられ
ます。不採用の生徒も希望の進路を決定し、10月中旬に
は全員内定をいただきました。公務員については、岐阜県
警察、可茂消防事務組合に合格をいただきました。
　進学では、商業科は経済・経営系および情報系の分野を
中心に、生活デザイン科は医療看護系や保育系などの生活
関連の実学系統へ進む生徒が多い状況です。進学先は、滋
賀大学、名古屋市立大学、愛知大学、名城大学、愛知学院
大学等の四年制大学、岐阜市立女子短大、県立多治見看護、

令和５年度の進路状況について

県立衛生専門学校にも合格しました。面接や小論文の対策
はもちろんのこと、英語や国語などの学力が求められる入
試が多くなっていますので早くからの対策が必要です。ま
た、出願の際の書類である活動報告書や志望理由書には、
自らの具体的な活動やその学問分野を学びたい理由を詳細
に記入する必要があります。普段の授業はもちろん、専門
科での体験実習、地域での活動や校内外でのボランティア
活動、取得した資格、部活動などをしっかりと行い記録を
残す、そして将来を見据えて学習したい分野の研究をして
おくことが重要になります。
　社会人としての資質を身につけるため、２月に２年生で
取り組むインターンシップは、昨年に引き続き実施予定
です。有意義なものにしたいと考えています。
　来年度も不透明な求人状況、変化が続く進学入学試験に
も対応し、本校生徒が諦めず前向きに取り組み、希望の進
路を実現することを願い、支援していきたいと思います。



　私は小学生の時からサッカーを始め、家族の
支えのおかげで、今日までサッカーを続けるこ
とができました。母は、毎日仕事があるにも
関わらず、早起きをして弁当を作ってくれま

した。一つひとつ手作りで毎日本当に美味しかったです。急な
予定変更や遠い場所でも毎回送迎をして現地で応援してくれま
した。父は、どんなにうまくいかない時でも私を励まし、心の
支えになってくれました。これまで多くの挫折を経験してきま
したが、父からの言葉で何度も立ち上がることができました。
そのサッカーを通じて友達もたくさんでき、私の大切な思い出
となりました。私は今まで苦労や迷惑をたくさんかけてきま
したが、私を信じて育ててくれた家族には感謝してもしきれ
ません。これからも謙虚さを忘れず、感謝の心を大切にし、成
長していきます。18年間本当にありがとう。

　私は、10年間バスケットボールをやってき
て、ずっと家族に支えられてきました。私は兄
弟と比べて、技術も才能も劣っていたので期待
値はそれほど高くなかったと思います。それで

も、家族は10年間ずっと変わらず助けてくれました。練習や試
合があるたびに送迎してくれる父、騒がしい試合会場の中で応
援席からぶっ飛んでくる母の声、私にとっての憧れで居続けて
くれた兄弟に何度も救われました。家族の協力がなければ、人
生における大事な経験もできなかったし、たくさんの素敵な人
たちにも出会えなかったと思います。
　常に肯定的に接してくれたことにも感謝しています。合格す
るのがちょっと難しい大学に挑戦すると決めた時も「あんたな
らできる」と応援してくれました。そのおかげで合格すること
ができました。常に感謝の気持ちを忘れず生きていきます。
喧嘩するし、本当に騒がしいですが、そんな家族が大好きです。

３年１組　藤井　徳人
　

18年のありがとう

　生まれてから今日まで、様々な場面で支えて
くれてありがとう。おかげで私は、高校卒業の
日を迎えることができました。
　毎日家事をこなす上に、人づきあいが下手で

悩むことが多い私の相談相手になってくれる母。習い事や部活
動など、私のやりたいことを何不自由なく叶えられるように仕
事を頑張ってくれる父。勉強を教えてくれたり、一緒に趣味の
話で盛り上がったり、頼れる友達のような存在の姉。いつも癒
しをくれる愛犬。みんな私にとって必要不可欠です。
　私は未だに絶賛反抗期で、私の為に掛けてくれた言葉を無視
したり、態度悪く突き返したりしてしまいます。でも、心の中
ではとても感謝しています。今はまだなかなか素直になれない
ことが多いけれど、これからは言葉でも行動でも、感謝の気持
ちを伝えていきたいです。怠惰で寝起きの悪い私だけど、これ
からもよろしくお願いします。

３年２組　堀田　若芭
　

家族という存在の大きさ

３年３組　渡邉　りつ
大好きです

　いよいよ高校を卒業する時がやってきました。
18年はあっという間です。よく泣き、よくあやし
てもらっていた私ももう成人です。
　高校に入り、吹奏楽を始めました。私が朝練に

行くために母は朝早く起きて弁当を作ってくれました。学校で授業を
受け、たまに居眠りをしてしまう時も、両親は一生懸命働き、放課後
の部活動が終わり家に帰るとご飯を準備して待っていてくれました。
12月、吹奏楽部としての最後の演奏会。演奏会のテーマは「愛」で
した。たくさんの人に支えられて、愛されていることを実感しました。
　どんな時も家族の支えがあったから、いろんなことに挑戦できて、
たくさん経験し学んで、いろんな人と出会って関わり、成長すること
ができました。
　たくさん心配をかけて、迷惑もかけたけどいつも見守っていてくれ
る家族には本当に感謝しています。幸せな毎日をいつもありがとう。

３年４組　熊﨑　寛人
愛

　我が家は、家族という名の「仲良し４人組」です。
誰かの失敗は自分のことのように落ち込み、誰か
の成功も同じように喜びます。そんな我が家が私
は一番大好きで一番大切な存在です。この18年間

たくさん家族に支えられました。小３から始めたソフトボールを最後
まで続けられたのも、家族のおかげです。これまで何度もかけてくれ
た「頑張れ」「大丈夫」の言葉に、どれだけ心が救われたか数えられ
ません。
　家族には「ありがとう」の一言では言い表せられないほどの借りが
沢山あります。加えて、今後の生活は今まで以上に迷惑と負担をかけ
ると思いますが、あと４年だけ協力してもらいたいです。４年後には
支えてもらった分を倍で返すとここに誓います。未熟で頼りないかも
しれませんが次は私が支えていく番です。無理をしすぎずとにかく健
康第一で長生きしてください。生涯をかけて恩返しをしていきます。
声の限り伝え続けます。いつもありがとう。これからもよろしくね。

３年５組　桒田　雫玖
伝えたい言葉

　　18年間優しく厳しく育ててくれてありが
とう。特に母には沢山の苦労をかけました。中
学校から6年間吹奏楽を続けられたのも、家族が
いつも見守ってくれていたからです。恥ずかし

くていつも伝えることのない感謝の気持ちをこの場を借りて伝えた
いと思います。
　部活動でどんなに朝が早くても、帰りが遅くなっても毎日送迎をし
てくれてありがとう。私より早く起きてお弁当を作ってくれてあり
がとう。栄養たっぷりの母のお弁当が本当に大好きです。コンクール
や演奏会を沢山見にきてくれてありがとう。頑張っている姿を見せる
ことができて嬉しかったです。反抗的な態度をとる時もあったけど、
どんな私も受け入れてくれてありがとう。
　私のやりたいことを一番に頑張れるように、支えてくれてありが
とう。これからはそんな家族に恩返しができるように頑張ります。
ありがとうも言葉で伝えたいです。これからもよろしくお願いします。

３年６組　渡邉　楓羽
家族の存在

卒業生からの
「ありがとう」の言葉
卒業生からの
「ありがとう」の言葉



自活・自走・変化に対応できる商業人の育成
～商業教育の強靭化に向けて～

事務管理類型

　事務管理類型は、「検定攻略本」の作成と「岐阜県高等学校商業
達人カップ」の出場に取り組みました。検定攻略本は、過去の出題
傾向や新しく試験範囲となったことを研究し、検定予想問題を作成
しました。また、今年度は、解き方を説明する動画を作成しました。
商業達人カップは、仕入から販売まで３年間学んだ商業の学習の成
果を発揮する場となりました。順位は５位でしたが、多くのお客様
に喜んでいただけました。

起業創造類型

　起業創造類型は、昨年鵜舞屋様と復活させたサヨリ飯の仲間た
ち、「鶏ちゃん飯の素」と「飛騨牛飯の素」を開発しました。完成
した商品は、お馴染みのドライブスルー・ウォークスルーや天然温
泉三峰様で販売しました。可児ッテ様にも商品が並んでいます。サ
ヨリ飯とともにお土産や贈答品として世に広めていきたいと思って
います。その他、多くの企業様の協力のもと、お弁当開発・イベン
ト企画・ヘルプマークの普及などの活動をしました。

簿記会計類型

　簿記会計類型は、地域活性化をテーマに御嵩町の魅力を発信す
るなどの活動をしました。御嵩町の歴史や観光名所、名鉄広見線沿
線のグルメスポットなどの紹介をしました。御嵩町の歴史を知って
もらうため、可児市内の小学校に御嵩町の歴史に関するチラシを配
布しアンケートを実施しました。「御嵩宿わいわい館」など御嵩駅
周辺の紹介をする動画の作成もしました。また、「よってりゃあみ
たけ」などのイベントで御嵩町に関するクイズを実施したり、御嵩
町と協力して、名鉄
広見線散策切符のポ
スター作製をしたり
しました。今後も御
嵩町の魅力を発信し
ていきたいと考えて
います。

ソフトウェア活用類型

　ソフトウェア活用類型は、コンテンツの作成の学習を通じて様々なソ
フトウェアの操作技術を学びました。また、情報発信についても、Web
ページやSNSだけでなく、個と個がつながるWeb3.0という新しい時
代に対応できる力の育成を目指し、プロセスエコノミーやストーリーテ
リングなどの情報の見せ方や伝え方を学び、日々進化し続ける情報分野
の知識を身に付けることができました。今年度は、「アウトサイダー～未
来を切り開くアイデアの創出～」というテーマを掲げ、身に付けた知識
や技術を活かすために様々な活動を行いました。学校紹介動画の作成、
高校生ビジネスプラングランプリへの挑戦、地元企業から依頼を受け、
マスコットキャラクターの制作
と社内研修用の動画の制作な
どを行いました。情報機器と
向き合うだけでなく、外部の
方々との関わりや自らのアイデ
アや考えを表現する機会を多
く経験し、失敗を恐れず新た
なステージにチャレンジするこ
とができました。

プログラミング類型

　プログラミング類型は、「創造とAIの融合」というテーマで「ビ
ジネス・プラン」の立案と生成AIを利用したプログラミング学習に
取り組みました。ビジネス・プランの取り組みを通して、ビジネス
に関わる仕組みや方法を学びました。経営者の方からもご指導をい
ただく機会があり、大変貴重な体験ができました。また、生成AI
について学習し、有効な活用方法について研究を行いました。思う
ような活動につなげ
ることができないこ
ともありましたが、
とても有意義な学習
活動ができました。

システム開発類型

　システム開発類型は、「iphone向けアプリの開発」に取り組みま
した。タイムカプセル株式会社様に外部講師としてご来校いただき、
MacbookのXcodeというアプリ開発ツールを使い開発を進めました。
授業の中で生じた疑問は、コミュニケーションツールのSlackを使
いタイムカプセル様から遠隔での指導も受けることができました。
今年は４つのグループに分かれて「オリジナルアプリの開発」を行
いましたが、各グループともiPhoneで実際に作動するアプリを完成
させることができました。

商業科（　　　　　）の課題研究ビジネス科
ビジネス情報科



生活デザイン科の課題研究

衣文化類型　　テーマ「Palette」

　１人ずつの個性を色にたとえ、17人全員がステージで輝けるよう願いを込めて活動しました。課題研究では、伏見小学校６年生に対し
てミシン講座を開催したり、NIKKE㈱岐阜工場の見学に行って制服について調査する等、校外での活動が増えたことで充実した研究がで
きました。
　学習成果発表会では、心の声を音で表現したいという思いから、テーマを「Music」とし、「Rock」「Classic」「Pops」「Idle」の４つの
グループ作品をファッションショーや展示で披露しました。それぞれの音楽に合わせてイメージする素材やデザインを考えるのは大変でし
たが、完成した衣装を着て、体育館のランウェイを堂々と歩くことができて良かったです。

福祉看護類型　テーマ「輪」

　助け合いの「輪」、笑顔の「輪」を広げるために何ができるかを考え、介護予防班・要介護支援班・防災研究班の３つの班に分かれて活
動してきました。
　先輩からさまざまな形で受け継がれてきた「夢いろ体操」も地域の高齢者にやっていただけるように施設訪問で披露したり、後輩にも繋
げようと全体でも発表しました。
　この１年間の活動を通して、日ごろの気づきや、積み重ね、繰り返しが大切であるとわかりました。

食文化類型　テーマ「Magic」

　テーマには、私たちが作った料理でみんなに魔法をかけ、幸せになれるようにという願いが込められています。洋菓子班と和菓子班に分
かれて、手法研究を通して作品作りを進めてきました。
　また、御嵩町の特産品を使った焼き菓子を考え、ガトースリールさんの協力のもと商品化しました。御嵩みそを使用した「くるみそサブ
レ」と中鉄砲きなこを使用した「恋するきなChuコーン」は、学習成果発表会でお披露目し、２月より販売することになりました。
　この１年の活動を通して、高校生活で学んだ食材についての学習を深め、作品を作りあげることができました。

保育類型　テーマ「まほうのえのぐ」

　それぞれの個性や発想を絵の具のように自由に混ぜて素敵で楽しい作品や活動を行えるようにという思いのもと、子どもとうた、子ども
と遊び、子育て支援３つの班に分かれて課題研究を行ってきました。
　子どもとうた班では、全校生徒にアンケートを実施し、その結果を基に体操を考案し、動画を作製しました。子どもと遊び班では、子ど
ものおもちゃの触覚に注目し、触れて遊べる絵本を作製し、実際に子育て支援施設に置いていただき体験をしてもらいました。子育て支援
班では、子どもを育てている方にアンケートを実施し、そこからの悩みを基に手作りキットを制作しました。それぞれより質の高い作品作
りを目指して活動をしました。
　そのほかにも地域の民話を基にした紙芝居を制作し、読み聞かせのボランティア活動をおこないました。



輝かしい部活動の記録（11月以降）

全国選抜大会に向けて 村山　丈一郎

　私は、昨年10月に行われた第37回中部高校選抜競漕大会で、３月に開催される第35回全国高等学校選
抜ローイング大会への出場権を勝ち取りました。
　中部選抜大会では、一人乗りでの出場だったため、とても緊張し不安な気持ちもありましたが、多くの方
からの応援や声援に支えられ予選から決勝まで厳しい戦いを勝ち切ることができました。
　全国選抜大会は、今まで出場したどんな大会よりも強豪ぞろいで一層緊張感も高まると思います。目標で
ある全国大会入賞を達成するためにも、これまで支えてくださった先生やチームメイト、保護者への感謝を
忘れず、今まで以上に練習の質を上げ全国の強豪に全力で臨みたいと思います。応援よろしくお願いします。


